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１．2025年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年１月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 1,258 28.0 21 － 21 － 19 172.5

2024年12月期中間期 982 7.6 △17 － △14 － 7 －
(注) 包括利益 2025年12月期中間期 4百万円(△83.3％) 2024年12月期中間期 27百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期中間期 2.83 2.79

2024年12月期中間期 1.04 －

(注)2024年12月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存
在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期中間期 4,303 1,824 40.4

2024年12月期 4,083 1,820 42.3
(参考) 自己資本 2025年12月期中間期 1,736百万円 2024年12月期 1,725百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年12月期 － 0.00

2025年12月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,292 58.0 189 748.8 178 615.3 90 190.1 13.13
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期中間期 6,925,400株 2024年12月期 6,925,400株

② 期末自己株式数 2025年12月期中間期 33株 2024年12月期 33株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 6,925,367株 2024年12月期中間期 6,925,367株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国経済は、経済活動の正常化が進む中、景気は緩やかに持ち直す動きが見られ

る一方で、各国の政策を巡る不確実性など、依然として不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは、必ず待ち時間が発生するというセルフランドリーの特徴を活かし、ＷＡ

ＳＨハウスアプリ広告システムによる反応率の高い広告枠を提供するスポンサー広告事業の拡大推進や当社オリジ

ナルの洗濯機・乾燥機の開発など「プラットフォームとしてのセルフランドリー事業」の強化を着実に進めており

ます。また、日本国内のセルフランドリー店舗展開として、フランチャイズ（以下、「ＦＣ」という）オーナー様

や新規出店用地の開発を行うとともに、コンテナを活用した宿泊施設の開発・販売等に取り組んでおります。

以上により、当中間連結会計期間の売上高は1,258百万円（前年同期比28.0%増）となり、営業利益は21百万円

（前年同期は17百万円の営業損失）、経常利益は21百万円（前年同期は14百万円の経常損失）、親会社株主に帰属

する中間純利益は19百万円（前年同期比172.5%増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

なお、当中間連結会計期間より、セグメント情報の記載をしております。詳細は、「２．中間連結財務諸表及

び主な注記 （４）中間連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」の「（報告セグメントの変更等

に関する事項）」に記載しております。

①セルフランドリー事業

当中間連結会計期間のセルフランドリー事業の売上高は1,022百万円（前年同期比4.0%増）、セグメント利益は

16百万円（前年同期は17百万円のセグメント損失）となりました。

セルフランドリー事業における主要な部門別の業績は次のとおりであります。

a. ＦＣ部門

当中間連結会計期間におけるＦＣ店舗数の推移は以下のとおりであります。

新規出店数３店舗及びリニューアル９店舗を行ったことにより、売上高は149百万円（前年同期比61.1%増）

となりました。

（単位：店舗）

エリア
2024年12月31日
現在のＦＣ店舗数

期中増減
2025年６月30日
現在のＦＣ店舗数

関東エリア 20 △３ 17

中部エリア 11 ― 11

関西エリア 21 △１ 20

中国エリア 61 ― 61

四国エリア 24 １ 25

九州エリア 381 △７ 374

合 計 518 △10 508

（注）当中間連結会計期間において、九州エリアでは２店舗を新規出店しましたが、既存ＦＣ店舗のうち４店

舗を直営店とし、６店舗はオーナー様事情により退店となり、既存直営店舗のうち１店舗をオーナー様

に売却したため、期中増減は７店舗の減少となっております。

b. 店舗運営部門

当社はＦＣ店舗、直営店舗に関わらず、すべてのセルフランドリー店舗を管理運営しております（全店舗一

括管理運営方式）。

ＦＣ店舗につきまして、セルフランドリー店舗の管理を受託することによる受託管理料はストック収入を構

成する要素となっております。以上により、当中間連結会計期間の売上高は872百万円（前年同期比1.9%減）と

なりました。
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②コンテナ事業

当社はコンテナハウスを利用したホテル等の施設販売や貸付およびその管理運営を受託しております。

以上により、当中間連結会計期間のコンテナ事業の売上高は235百万円、セグメント利益は５百万円となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ220百万円増加の4,303百万円となりまし

た。これは主に、流動資産の棚卸資産が209百万円、固定資産のその他の有形固定資産が180百万円増加した一方で、

流動資産の現金及び預金が83百万円、営業貸付金が43百万円、固定資産の建物が66百万円減少したこと等によるも

のであります。

(負債)

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ215百万円増加の2,478百万円となりまし

た。これは主に、流動負債の短期借入金が200百万円、固定負債のその他固定負債が66百万円増加した一方で、流動

負債の買掛金が13百万円、固定負債の長期借入金が20百万円減少したこと等によるものであります。

(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４百万円増加の1,824百万円となりまし

た。これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益19百万円を計上した一方で、為替換算調整勘定が８百万円、非

支配株主持分が６百万円減少したこと等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、83

百万円減少し916百万円となりました。

当中間連結会計期間の各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果支出した資金は、135百万円（前年同期は114百万円の増加）となりました。これは主に、減価償

却費が78百万円計上された一方で、棚卸資産の増加が209百万円、仕入債務の減少が13百万円計上されたこと等によ

るものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は、89百万円（前年同期は59百万円の支出）となりました。これは主に、預り保証

金の受入による収入が12百万円計上された一方で、有形固定資産の取得による支出が66百万円、無形固定資産の取

得による支出が13百万円、預り保証金の返還による支出が16百万円計上されたこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果増加した資金は、156百万円（前年同期は53百万円の支出）となりました。これは主に、短期借入

れによる純増額が200百万円計上された一方で、長期借入金の返済による支出が29百万円計上されたこと等によるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期通期の連結業績予想につきましては、2025年２月10日に公表いたしました予想値から変更はござい

ません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 999 916

売掛金 162 136

営業貸付金 853 810

棚卸資産 139 348

その他 233 286

貸倒引当金 △22 △19

流動資産合計 2,367 2,479

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 562 495

土地 238 238

その他（純額） 349 529

無形固定資産 133 119

投資その他の資産 431 440

固定資産合計 1,715 1,824

資産合計 4,083 4,303

負債の部

流動負債

買掛金 73 60

短期借入金 500 700

1年内返済予定の長期借入金 50 40

未払法人税等 21 16

預り金 366 370

賞与引当金 4 4

その他 198 185

流動負債合計 1,214 1,378

固定負債

長期借入金 204 184

預り保証金 750 754

退職給付に係る負債 26 28

資産除去債務 40 39

その他 26 92

固定負債合計 1,048 1,100

負債合計 2,263 2,478
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 996 996

資本剰余金 628 628

利益剰余金 61 80

自己株式 △0 △0

株主資本合計 1,686 1,705

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 39 30

その他の包括利益累計額合計 39 30

新株予約権 3 3

非支配株主持分 90 84

純資産合計 1,820 1,824

負債純資産合計 4,083 4,303
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

売上高 982 1,258

売上原価 611 852

売上総利益 370 405

販売費及び一般管理費 388 383

営業利益又は営業損失（△） △17 21

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

保険差益 － 3

その他 8 9

営業外収益合計 8 14

営業外費用

支払利息 4 6

その他 0 7

営業外費用合計 5 14

経常利益又は経常損失（△） △14 21

特別利益

受取補償金 32 －

特別利益合計 32 －

特別損失

固定資産除却損 3 －

特別損失合計 3 －

税金等調整前中間純利益 14 21

法人税、住民税及び事業税 7 6

法人税等調整額 0 △4

法人税等合計 7 2

中間純利益 6 19

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する中間純利益 7 19
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

中間純利益 6 19

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △0

為替換算調整勘定 20 △14

その他の包括利益合計 20 △14

中間包括利益 27 4

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 19 10

非支配株主に係る中間包括利益 7 △6
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 14 21

減価償却費 77 78

受取補償金 △32 －

保険差益 － △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22 △2

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 4 6

売上債権の増減額（△は増加） 12 26

営業貸付金の増減額（△は増加） 77 43

棚卸資産の増減額（△は増加） 29 △209

仕入債務の増減額（△は減少） △12 △13

破産更生債権等の増減額（△は増加） △53 －

預り金の増減額（△は減少） △40 3

その他 △11 △76

小計 88 △125

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △4 △5

助成金の受取額 2 1

補償金の受取額 32 －

保険金の受取額 － 3

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4 △10

営業活動によるキャッシュ・フロー 114 △135

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △31 △66

無形固定資産の取得による支出 △8 △13

預り保証金の受入による収入 5 12

預り保証金の返還による支出 △16 △16

その他 △7 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △59 △89

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200

長期借入金の返済による支出 △40 △29

その他 △13 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △53 156

現金及び現金同等物に係る換算差額 20 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 22 △83

現金及び現金同等物の期首残高 1,013 999

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,035 916
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（中間連結貸借対照表関係）

※１ 棚卸資産の内訳

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

商品及び製品 37百万円 247百万円

仕掛品 － 〃 3 〃

原材料及び貯蔵品 102 〃 97 〃

※２ 当座貸越

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

これらの契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

当座貸越限度額 650百万円 750百万円

借入実行残高 500 〃 700 〃

差引額 150 〃 50 〃

（中間連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

役員報酬 72百万円 74百万円

給料及び手当 76 〃 82 〃

支払手数料 52 〃 58 〃



ＷＡＳＨハウス株式会社(6537)
2025年12月期 第２四半期(中間期)決算短信

― 10 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自 2024年１月１日 至 2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

セルフ
ランドリー事業

コンテナ事業 計

売上高

ＦＣ部門 92 ― 92 ― 92

店舗運営部門 880 ― 880 ― 880

コンテナ ― ― ― ― ―

顧客との契約から生じる収益 973 ― 973 ― 973

その他の収益(注)３ ９ ― ９ ― ９

外部顧客への売上高 982 ― 982 ― 982

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 982 ― 982 ― 982

セグメント利益 △17 ― △17 ― △17

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３ その他の収益は、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく利息収入でありセルフランド

リー事業の店舗運営部門に係る収益であります。

当中間連結会計期間（自 2025年１月１日 至 2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

セルフ
ランドリー事業

コンテナ事業 計

売上高

ＦＣ部門 149 ― 149 ― 149

店舗運営部門 864 ― 864 ― 864

コンテナ ― 235 235 ― 235

顧客との契約から生じる収益 1,013 235 1,249 ― 1,249

その他の収益(注)３ ８ ― ８ ― ８

外部顧客への売上高 1,022 235 1,258 ― 1,258

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,022 235 1,258 ― 1,258

セグメント利益 16 5 21 ― 21

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３ その他の収益は、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく利息収入でありセルフランド

リー事業の店舗運営部門に係る収益であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは「セルフランドリー事業」を主要な事業としており、セグメント情報の記載を省略しておりま

したが、前連結会計年度末においてＷＡＳＨハウスサステナブル株式会社を設立し連結子会社化したことに伴い、

報告事業セグメントの見直しを行い、「セルフランドリー事業」と「コンテナ事業」を報告セグメントとして記

載することといたしました。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示

しております。


